
 

NPO法人 WEL’S  就労移行支援事業所「WEL’S ARK」 

１．対象者の概要 

A さんは自閉症を伴う中度の知的障

害です。両親と弟の 4人で暮らしてい

ます。特別支援学校から衛生用品をレ

ンタルしている企業に就職しましたが、

マナー面での課題があり 1年半で退職

となりました。 

その後、自宅近隣の就労系事業所を

利用しましたが、同様にマナー面の課

題があり事業所での対応が難しいとの理由により 1 か月で退所。地域のコーディネーター

より実践的な作業訓練を行っている当事業所への利用相談がありインテークを行いました。

A さんは端的な言葉によるコミュニケーションは可能ですが、インテーク時には、言葉で

のコミュニケーションはほとんどなく、同行した母が代わりに受け答えしていました。非

言語的な表現方法としては、おなかを出して笑顔を見せるなどで反応を確認している印象

で、危険が伴う作業を行っている当事業所では、安全面での配慮についての懸念はありま

したが、作業体験をした際に、A さんの仕分け作業への関心が高く、本人及び家族とも利

用を希望したことから、受け入れることになりました。 

 

２．支援経過 

実習期間は、まずはこれまで課題と

されていたマナー面（人前でおなかを

出す、他害、固執）という行為につい

ての場面観察によるアセスメントを行

いました。その中で、これらの行為は

A さんが関係性を求める一つの手段で

あるという仮説を立て、支援計画の策

定を行いました。作業面でのアセスメ

ントでは、作業を細分化し、作業項目における本人のストレングスを確認しました。 

その結果を実習終了後、フィードバックシートにより本人、家族、関連機関と共有し、

合意の下で今後の支援計画を策定しました。 

利用開始後のアセスメントで確認できたことを基にケース会議を行い、就労に向けた具

体的な支援を行うことになりました。就労に向けた支援では、スモールステップの支援を

行うために、小さな目標から達成し段階的な支援計画を立てました。 

 

Case11：知的障害（リサイクル工場で働く事例） 
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３．企業の概要 

従業員約 200 名程度で、障害者雇

用に関心の高い企業です。Ａさんが働

く工場は事業所の近隣にあるリサイク

ル工場で、現場の責任者も温和で面倒

見の良い方です。工場内には多くのパ

ッカー車が出入りしており、フォーク

リフトやプレス機など危険を伴う現場

で、安全面の意識がとても必要な現場

であるため、雇用に際して不安もありましたが、工場内が当事業所の施設外就労先として

作業場面を見ていただいた状況もあったため、対応の仕方など事前に知っていただく機会

に恵まれました。その結果、まずは工場内で実習をさせていただくことから交渉が始まり、

雇用に向けた支援を行うことになりました。 

 

４．ジョブマッチング 

これまでのアセスメントで得た情報

を元に、施設外就労の請負先である当

該企業での就労が適性を生かせるとの

見立てにより、本人との意思確認を行

いました。その際には対象者が意思表

示しやすいよう「はい、いいえ」で答

えられるようなクローズドクエスチョ

ン形式としました。また、就労した場合に

安定した職業生活が送れるように、家族、地域（対象者が好んで立ち寄る店舗など）、企業、

支援機関（余暇活動の場や生活相談の場など）と連携してスケジューリングし、環境設定

を行ったうえで求職活動を行い、企業とも綿密に情報交換し、段階的な就労支援を行いま

した。 

また、企業支援においては、雇用を想定した職務構築の事前支援を行いました。その後、

2週間程度の工場内実習を行い、トライアル雇用となりました。 
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５．定着支援 

3 か月のトライアル雇用期間中は週

に2日程度の支援を行いました。課題

となったのは、休憩時間の過ごし方で、

環境因子に着目しながら必要な調整を

行いました。また、企業担当者の指示

に対してAさんが理解して作業を進め

ているかの確認や、企業内の人間関係

において誤解されていないかなど、A

さんが安定していた時期と比較して表情や行動に違いがないか確認しながら職場内支援を

行いました。 

 

６．まとめ 

A さんは現在も就労を継続しており、

職場の理解も得られている状況ですが、

職場環境の変化が生じた際には再アセ

スメントをしたうえで介入の必要があ

ります。また、就労状況の確認だけで

なく、家庭での状況や余暇の過ごし方

など、生活リズムの変化と対象者の行

動の変化に留意して確認していく必要

もあります。 

さらに、今後の長期的な支援を行う上では、安定した社会生活の中で、さらに社会参加

を広げる可能性がないかを関連機関等と共有し、A さんの社会生活ニーズに着目した支援

策を検討していく必要があります。 
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